
総社市市民提案型事業

西郡地区の絆を推進する会

西郡自治会、山手公民館西郡分館



総社市との合併後13年

*宅地開発の進展による転入住民の急増
*元気のよい子どもたちが目立つ活気ある地区への変貌
*住民の高齢化の進行と一人暮らし世帯の増加
*H17年９６９人（２５３世帯）→H30年1月１,３8４人（454世帯）



西郡地区は人口が急増

山手地区（西郡）

平成17年3月（合併時）
4,273（969）人

平成30年1月
5,106（1,3８4）人
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当初
地域の課題を考え、協働して解決するため、地域の諸団体と協
働して地域に残された課題の解決を図るとともに、強い絆と優し
さで結ばれた活気ある西郡をつくる。

１ 自治会、西郡共有など、個々の団体のみの努力では解決で
きない課題を地域の諸団体と協働して解決する。

２ 地域の歴史、伝統、くらしなどを記録・蓄積し、集積した情報を
提供する地域の広報・情報センターとしての役割を果たす。

３ 新たに転入する住民が急増する西郡地区において、地域住
民がこぞって参加できる市民参加型事業を実施し、住民参加を
促進し、地域に対する愛着を深める。

４ 地域づくりに意欲ある若手を発掘し、絆塾の活動に参加して
もらうことにより、将来の西郡を支える次世代を育成する。



平成30年7月豪雨

安全・安心の岡山の印象が一変



絆塾ニュースによる災害情報の周知（8月号）



西郡周辺の洪水・土砂災害ハザードマップ（8月号）

県道270号線（清音真金線）以北は、２～５mの浸水が予想されます。近隣には、土砂崩れ

が想定される地域もあります。 避難指示がでた場合は、山手公民館または小学校に避難く
ださい。詳細は、「西郡の歴史とくらし（くらし編）」７ページ、市ホームページなどをご覧くださ
い。



被害状況の緊急調査を実施（9月号で報告）

福山頂上東鳥居から下へ約３０ｍ
山から崩れて道をふさいでいる

八畳岩横の道、岩横から崩れ
て道をふさいでいる。

頂上東の鳥居から下へ約２０ｍ、道の
２／３が下の片山側へ崩れる。

岡谷地区で発生した土砂崩れ

宿地区で発生した土砂崩れ北の幸山側から登り道が崩れ
ている。



災害避難情報の周知（10月号抜粋）

１ 特別警報、警報、注意報などの違い（気象庁）
①特別警報（６種類）

警報の発表基準をはるかに超える大雨等が予想され、重大な災害が発生するおそれが著しく

高まっている場合に発せられ、最大級の警戒を呼びかけます。

大雨、暴風、波浪、高潮など６種類の特別警報があります。

②警報（７種類）

重大な災害が発生するおそれのあるときに警戒を呼びかけて行う予報です。

③注意報（16種類）

災害が発生するおそれのあるときに注意を呼びかけて行う予報です。乾燥、なだれ、霧、なだれ

などが警報の種類に追加されています。

２ 総社市から発令される避難情報等について
市からは、避難準備、勧告、指示などが発令されます。次に示す基準で発令されます。

指示が出た場合は早急に避難しましょう。



地域防災への取り組みの強化

「西郡地区の防災を考える会」の発足（9月末）
１ 参加団体
自治会、消防団、土木委員、民生委員、福祉委員、子供会、シルバークラブ

分館運営委員、絆塾など11団体の代表など１７人

２ 報告
①７月豪雨災害 総社市の被害の実態などについて

総社市消防署教養訓練係 主査 永野 男 氏から凄まじい災害のつめ跡や

発生直後からの救助活動の実態をパネル写真も交えて説明を受けた。

②気象変化が与える災害発生のへの影響について

絆塾から、地球温暖化による気候変動が今までの防災インフラの想定を

越えていること、また南海トラフ大地震で想定される影響について報告した。

３ 自主防災組織を活性化し、地域の防災を強化するための意見交換、議論

上記報告などをふまえ、地域内で災害発生の危険がある場所を事前調査し

て共有化すること、他地区の事例でもあるように高齢などで避難できない方が

取り残されないよいような連絡体制や見守りの強化、事前把握の必要性などを

議論した。





最近の気候変動が与える地域防災への影響について
絆塾からの報告

・地球温暖化の影響は、目に見える形で私たちの
生活に影響を与えるようになりはじめた。

・平均気温の上昇は、「猛烈な雨」の増加、猛烈な
台風の発生と来襲頻度の増加、猛烈な夏の暑さ、
冬の豪雪など、生活に大きな影響を与えはじめ
た。

・河川の堤防などのインフラは、過去の実績を基
礎に整備されてきたが、最近の想定を上回る降
雨、高潮などの発生により、今まで安全と考えられ
てきた地域が安全でなくなっている可能性がある。



住民が急増する西郡地区で、地域の歴史や文化を継承し、安
全で安心して暮らせる住みよい西郡をつくる。

（１）自治会、公民館分館、消防団など地域の諸団体と協働して、
地域の安全と安心を確保していくとともに、地域の懸案事項を考
え、解決できる場を提供する。

（２）様々な市民参加型事業などにより住民相互の交流を深める
とともに、生活に役立つ情報を的確に提供し、地域の歴史、伝
統、くらしなどを新たな住居を定められた方々や若い世代に継承
し、地域の一体感を高める。

（３）活動を通じて、地域づくり・絆づくりに意欲ある若手や経験あ
る人材を発掘し、地域の将来を支える次世代やリーダーを育成
する。



平成２６年 防災講習会（ほほえみ山手） 平成２７年 防災講演会（山手公民館）



平成２８年 防災講習会 西郡の歴史とくらし（くらし編） 平成２９年刊



今後の「西郡地区の防災を考える会」の活動などによって得られる
様々な情報（危険箇所、避難場所の案内、避難訓練、過去の災害の
記録、ハザードマップなど）をまとめた「防災編」の編纂を目指す。



総社市の「緊急告知ラジオ こくっち」と「歩数計リーダ」を公正館玄関に設置した。
７月豪雨発生時には、「こくっち」の効果を確認できた。また、災害時も利用できる地
域共用パソコン2台を設置し、リアルタイムに様々な情報を活用できる態勢を整え
た。

情報機器
の

多様な活用



地元の関心の高い医療・健康分野について、若手の先生方をお招きした講演会を
開催してきた。平成２８年は、地元在住の岡山医療センター塚原紗耶先生から「妊
娠について、市内で開業されている浅野直院長から「認知症」に関するご講演をい

ただいた。 平成２９年は、岡山大学医学部公衆衛生額教室で「笑い」の研究に取り
組まれている江口依里先生から「笑い」の効果について、ご講演をいただいた。

平成２８年 医療講演会 平成２９年 医療講演会



西郡にお住まいで、救急医学，小児救急，集中治療医学などの専門医として活躍されてい
ます岡山大学病院 救命救急災害医学講座 助教 塚原紘平先生をお招きし、小児救急
の講演会を開催します。また、総社市消防署の協力を得て、救急処置法の講習会も行います。

平成28年 防災講習会



山手地区で開業され、地域の医療を支えて
いただくとともに、循環器疾患の専門医として
ご活躍されています岡先生にご講演をいただ
きます。

総社市が推進しているする“歩得”健康商
品券事業や各種検診事業について説明をい
ただく。

地域防災に対する西郡地区の取り組み状
況についても報告します。

仮のポスターを作成予定





１ 平成３１年４月の自治会総会で下記の議決を目指す

（１）自治会の認可地縁法人化

（２）認可地縁法人による共有地の特例登記の実施

２ 関係先との協議

１２月までに上記（１）（２）について、総社市、司法書士事務所、弁護士事務所な
どと具体的な協議・詰めを行う。

３ 住民の皆様に共有地をより知っていただくための行事の開催

（１）子供たちへ向けた 「福山の歴史と自然を知ろう」の開催（５月２０日）

（２）福山の清掃管理を知っていただくための 「福山に登ってみませんか」の開催

（１１月１８日）



住民の皆様に、共有地の実態と活用していくことの大切さを知ってただくための行事を開催し
てきました。平成３０年度も子どもたちに福山の大切さを周知することを目的に「福山の歴史を
知ろう」を開催するとともに、自治会会員の福山共有地に関する理解を深めることを目的に、
自治会財産管理部会の実施する福山共有地下草刈り作業にあわせて、見学ツアー「福山に
登ってみませんか」を開催します。



今後の取組
（１）住民が自主的に参加できる避難訓練、危険箇所の調

査、避難経路地図の作成などを行い、地域の安全と安心を
強化する。

（２）「西郡地区の防災を考える会」の活動などによって得ら
れる様々な情報（危険箇所、避難場所の案内、避難訓練、
過去の災害の記録、ハザードマップなど）をまとめた「防災
編」の編纂を目指す。

（３）マニュアルの整備、出前講座、イベント開催の機器操作
の応援などにより整備した情報機器の活用を促進する。

（４）地域の残る映像、記録、文書などを収集・映像化し、地
域の伝統や文化を若い世代や転入された方々に継承する。

（５）平成32年春の共有地の自治会移管と自治会の地縁法
人化を目標に、地区への周知と事務作業を着実に進める。24


